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赤い羽根共同募金運動赤い羽根共同募金運動

　10月1日（月）から「赤い羽根共同募金運動」が始ま

り、篠山市内の各所で街頭募金が実施されました。

　写真は、10月20日（土）に西紀サービスエリア上下線

で実施された街頭募金の様子です。民生委員、福祉委

員、ボランティア、西紀中学校Jr.ボランティアの皆様

にご協力いただき、たくさんの募金を集めることがで

きました。

福祉サービス利用援助事業
篠山市災害支援市民ボランティア特集（第12次）
NEWS福祉
ファミリーサポートセンター
地域包括支援センターだより
Vボラナビ ～ボランティアナビゲーション～
善意銀行だより
心配ごと相談日
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　介護保険などの福祉サービスを利用するに
は、自分で福祉サービスを選び、契約しなけれ
ばなりませんが、判断能力に不安があるため
に、上手に福祉サービスを選ぶことができな
かったり、利用料がきちんと支払えないことが
あります。
　そのような方々が自分で福祉サービスを選
び、利用しながら地域で安心して自分らしく暮
らせるように、社会福祉協議会がサポートする
事業です。

　在宅で生活されている、判断能力に不安のある
高齢者や知的障がい者、精神障がい者などの方
で、本人の利用意思が確認できる方です。
　また、近いうちに退所または退院し、在宅で生
活される予定のある方も、入所・入院中から利用
できます。　

福祉サービスを利用し、または利用をやめ
るために必要な手続き
福祉サービスの利用料を支払う手続き
福祉サービスについての苦情解決制度を利
用する手続きなど

 ・ １時間 1,000円

　※利用時間は30分（500円）ごとに計算します。

 ・ 生活保護を受けている方は無料です。

篠山市社会福祉協議会

地域福祉課（担当）岸本尚子

　　　　　　　  奥山彩子
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福祉サービス利用援助事業福祉サービス利用援助事業福祉サービス利用援助事業
（日常生活自立支援事業）

『自分らしく、住み慣れた地域で暮らしたい』その思いの実現をお手伝いします。

福祉サービス利用援助事業とは？
福祉サービスを利用したいけれど、手続きが
よくわからない。
福祉サービスの利用料請求書や役所からの
書類が届くが、内容がよくわからない。
公共料金や家賃の支払いをしてほしい。
通帳や年金証書などの大切な書類の保管が
心配。
通帳や印鑑をどこに置いたか忘れてしま
う・・・

このような場合にご相談ください

利用できる方

お手伝いできる内容

利　 用　 料

問い合わせ先

（１）福祉サービスの利用援助

＜お預かりできるもの＞
・預貯金の通帳　・銀行印　
・年金証書等、再発行が可能な公的書類

（３）書類等の預かりサービス

（２）日常的金銭管理サービス
　年金を中心にした日常的金銭管理のお手伝
いをします。また、日常的金銭管理サービスで
取り扱う預貯金は50万円程度を目安としてい
ます。
　ご希望や状況に応じて、日常的金銭管理
サービスで取り扱う通帳・印鑑をお預かりする
こともできます。
年金および福祉手当の受領に必要な手続
き
税金、社会保険料、公共料金、医療費、家賃
などの支払い手続き
日常生活に必要な預金の払い戻し、預け入
れなどの手続き
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現在の南三陸町戸倉地区の景観

仮設住宅での炊き出しの様子

語り部のお話を聞く
ボランティアの方々

　　　

今
回
、市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

た
宮
城
県
南
三
陸
町
は
、町
全
体
が
津
波
の

被
害
を
受
け
、
震
災
当
時
の
人
口
１
７
、
６

６
６
人
の
う
ち
５
９
５
名
が
命
を
失
い
、

３
、１
４
２
戸
の
住
宅
が
全
壊
す
る
被
害
が

出
た
地
域
で
、震
災
後
一
年
半
以
上
経
た
今

で
も
、
２
、
１
３
１
世
帯
が
仮
設
住
宅
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
。

　

現
地
で
の
活
動
１
日
目
は
、２
班
に
分
か

れ
、自
然
の
家
仮
設
住
宅
と
波
伝
谷
仮
設
住

宅
で
、
篠
山
で
今
が
旬
の
黒
枝
豆
と
、
し
し

汁
の
炊
き
出
し
を
行
い
ま
し
た
。炊
き
出
し

の
枝
豆
と
野
菜
は
、篠
山
市
の
吹
土
地
改
良

区
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、し
し
肉
は
株
式

会
社
お
ゝ
み
や
か
ら
寄
贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

し
し
汁
を
食
べ
ら
れ
た
仮
設
住
宅
の
住

民
の
方
は
、「
い
の
し
し
は
生
ま
れ
て
初
め

て
食
べ
た
け
れ
ど
、コ
ク
が
あ
っ
て
お
い
し

い
。
」
と
喜
ば
れ
、
家
族
の
分
も
鍋
に
入
れ

て
、持
っ
て
帰
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
ま
た
、「
篠
山
か
ら
は
、
め
ず
ら
し

い
枝
豆
を
い
た
だ
い
た
の
で
、お
礼
が
し
た

い
。」と
、海
で
取
れ
た
貝
を
ご
馳
走
し
て
い

た
だ
き
、お
互
い
の
食
文
化
の
交
流
も
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

炊
き
出
し
を
す
る
中
で
、仮
設
住
宅
の
方

と
お
話
が
で
き
、こ
れ
か
ら
の
生
活
へ
の
思

い
な
ど
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ

る
住
民
の
方
が
、「
後
ろ
を
振
り
向
い
て
も

仕
方
が
な
い
し
、
出
来
れ
ば
前
む
き
に
、
明

る
く
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。
」

と
話
さ
れ
、
支
援
に
行
っ
た
私
た
ち
が
、
逆

に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
は
、「
炊
き
出
し

を
す
る
事
に
よ
っ
て
、現
地
の
方
々
と
の
交

流
が
出
来
た
こ
と
が
非
常
に
良
か
っ
た
。
」

と
い
う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、語
り
部
ガ
イ
ド
の
後
藤
一

摩
さ
ん
に
、
南
三
陸
町
立
戸
倉
中
学
校
や
、

防
災
対
策
庁
舎
な
ど
被
災
地
を
案
内
し
て

い
た
だ
き
、震
災
時
の
様
子
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。後
藤
さ
ん
は
、「
一
年
と
半

年
が
過
ぎ
、仮
設
住
宅
で
暮
ら
し
て
い
る
み

ん
な
の
生
活
は
、落
ち
つ
き
を
と
り
も
ど
し

て
は
い
る
が
、い
つ
自
分
の
家
を
持
て
る
の

か
な
ど
、こ
れ
か
ら
の
正
念
場
だ
。」と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　　

ま
た
、「
時
が
経
つ
に
つ
れ
、新
聞
や
テ
レ

ビ
で
震
災
や
津
波
の
こ
と
を
取
り
上
げ
る

こ
と
が
、
減
っ
て
い
く
の
か
な
と
思
う
。
み

な
さ
ん
が
、
篠
山
に
帰
っ
て
、
家
族
や
周
り

の
人
に
東
北
の
現
状
を
伝
え
て
く
れ
る
だ

け
で
も
支
援
に
な
る
。」と
も
語
ら
れ
、最
後

に
は
涙
を
浮
か
べ
ら
れ
て
い
た
の
が
印
象

的
で
し
た
。

　

２
日
目
は
、南
三
陸
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
指
示
に
よ
り
、被
災
し
た
住
宅
の

基
礎
部
分
か
ら
、金
属
や
ガ
ラ
ス
な
ど
を
取

り
除
く
、
瓦
礫
撤
去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

瓦
礫
の
中
に
は
、
お
茶
碗
の
破
片
や
、
歯
ブ

ラ
シ
、文
房
具
と
い
っ
た
生
活
用
品
が
含
ま

れ
、
震
災
ま
で
の
生
活
が
想
像
で
き
、
作
業

中
は
胸
が
痛
む
思
い
で
し
た
。

　

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
、東
日
本
大

震
災
か
ら
一
年
半
以
上
経
過
し
て
は
い
る

も
の
の
、瓦
礫
撤
去
の
作
業
は
継
続
さ
れ
て

お
り
、
建
物
の
建
設
と
い
っ
た
復
興
作
業

も
、
徐
々
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
先

が
見
え
な
い
状
況
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
震

災
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、被
災
地
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
活
動
支
援
を
、継
続
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
地
域
福
祉
課　

小
西
佑
季
） 住宅の瓦礫撤去作業の様子
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～千年もみの会～
   千年もみの会 いきいきサロンは平成10年から当時

の民生委員であった園田誉子さんを中心に、地域の高

齢者が集まれる場所を作ろうと始まりました。現在も

年12回（うち1回は研修）、大山宮と追入の公民館を利

用しながら、開催しています。参加者は平均25名（ボラ

ンティア含む）で、設立当初から地域の看護師さんに来

てもらい、血圧チェックや健康相談を行い、参加できな

い人のためにもボランティア手作りのお弁当を配送し

ています。

　今年の7月に、サロンの設立者である園田さんが『千

年もみの会の歌』を作られ、サロンの始まりにみんなで

歌っています。

『千年もみの会の歌』　　作詞：園田誉子

一　ここに熟年集まりて　楽しいつどいの輪を作り

　　月に一度の会食を　

　　皆んなで楽しく過ごしましょう

二　我等戦前生まれ来て　戦後の時代の人となり

　　追いつけ追い越せ働いた

　　若い時代がなつかしい

三　ねじり鉢巻踏んばって力んでみたが追いつけぬ

　　身体が言うこときかぬわい

　　若い時代にゃかなわない

四　皆さんの力で立ち上げた　千年もみのこの会を

　　何とか後に続けたい

　　元気でご参加頼みます

五　年金下がるというけれど　小遣い頂く有難たや

　　死んでも悔いのないように

　　でっかい足跡残そうぜ

　これは『お座敷小唄』の替え歌ですが、その他にも、節

があてはまる曲があり、色んな節で歌われています。作

詞者の園田さんは、「替え歌を作るのは得意で、気に

入った曲があれば即興で作っています。みんなで楽し

む朗らかなことが好きで、サロンを立ち上げました。サ

ロンを立ち上げるのは簡単ですが、続けていくのが大

変。だから、協力して今も続けてくださる皆様には本当

に感謝しています。」

と笑顔で話されていました。

　もうすぐ15年目を迎えるこの

サロンは、追入神社にそびえる千

年もみの木のように、地域の人に

長く愛され続けています。 

　　　（地域福祉課　荻野幸紀）

『テーマソングのあるサロン』

　10月31日（水）、今田町立杭陶の郷において、篠山市

老人クラブ連合会多紀支部と今田支部の会員26名が参

加して、交流会を開催しました。

　この事業は、市老人クラブでは初めての試みで、市内

の２支部（多紀と今田）が、伝統文化や芸術を通して、お

互いの地域を知り、会員同士の交流を深めることを目

的としています。

　立杭陶の郷での粘土細工作りでは、慣れないろくろ

を回し、皿やコップなど思い思いの作品を仕上げてい

きました。

　その後、今田に窯を持つ多くの陶芸家の作品を鑑賞

し、形、色使いや模様など、繊細な中にも力強さを持っ

た立杭焼きのすばらしさを、改めて実感されていまし

た。

　お昼は、陶の郷内にあるレストランで、おいしい食事

をいただきながら、黒豆の話に始まり、それぞれの活動

についての意見交換など活発に会話が交わされていま

した。

　午後からは、兵庫陶芸美術館において、中国陶磁名品

展の鑑賞をし、すばらしい歴史を持つ中国の優れた造

形美と高い技術力を堪能しました。

　参加者からは「同じ市内にいても、東と西の端で、知

らん事が多いな。いろんな事を教えてもらえて良かっ

たわ。次回、多紀に行くのが楽しみやわ。」と言う声も聞

かれ、終始和やかな雰囲気に包まれていました。

　今回の交流会は、篠山の良さの再発見、仲間づくりや

クラブの活性化などを考える良い機会となりました。

　地域のなかで、老人クラブの役割がますます期待さ

れています。今後も“健康、友愛、奉仕”の精神を掲げ、老

人クラブの活性化に努めていきます。

　　　　　　　　　　　　（地域福祉課　松本ますみ）

篠山市老人クラブ連合会
 多紀・今田支部交流会

その だ たか こ

りき

～「楽しいと体が自然に踊って
　　しまいます」と語る園田さん～

会食会の風景

粘土細工をする会員の皆さん
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ファミリーサポートセンター 篠山市ファミリーサポートセンター 担当  林 直美

問い合わせ先　　590-1388  FAX 590-1123

　みなさんは「介護予防」という言葉を聞いてどの
ようなことをイメージされるでしょうか。「高齢に
なってからするもの」「よくわからないけど大変そ
う」そのような認識を持っておられる人が多いか
も知れません。
　介護予防とは、元気な高齢者が要介護状態にな
らないように、そして介護が必要な人はそれ以上
悪化させないようにする取り組みのことをいいま
す。心と体が活動的な状態にある時、その維持・向
上を目指すことを一次予防といい、心と体の状態
が少し弱くなってきた時、低下している機能の早
期発見・対処を目指すことを二次予防といいます。
　これまでの介護予防は、二次予防に対する取り
組みに重点を置いており、篠山市でもそのような
対象者に焦点を当て事業を展開してきました。し
かし最近では介護予防についての考え方が、元気
なうちから介護予防をしていこうという方向に国
全体で変わりつつあります。その背景には、脳梗塞

などの生活習慣病や、変形性関節症などの関節系
の慢性疾患の増加があります。これらは、長年の生
活習慣によって引き起こされるため、早いうちに
対策をするほど効果を得ることができ、予防が大
変有効に働くのです。また、これからの生活を楽し
もうという前向きな意欲が持てるということも、
介護予防を早期から始めることのメリットです。
　介護予防のために何をしようか迷ったら、自分
が楽しいと思うことや好きなことを選んでみてく
ださい。地域のサロンや食事会に参加してみたり、
友人とおしゃべりしたり、軽い体操や運動をした
り、単純な計算やクイズを解くなど、できる範囲で
楽しみながら取り組み、長く続けることが、生涯を
通じて自立した暮らしや尊厳ある人生を送ること
につながります。
　地域包括支援センターでは、介護予防に関する
ことを含め、高齢者やその家族の相談に幅広く応
じています。介護予防について詳しく知りたいと
か、心身の健康や生活に不安がある場合はお気軽
に相談ください。         （西部保健師  河村　優子）

　ファミサポ活動で子どもさんをお預かりする際に、必ず行う「事前打ち合わせ」をご存知ですか？
　ファミサポでは、活動の前に会員さん同士が顔合わせ（事前打ち合わせ）をします。もちろん子ど
もさんも一緒です。ファミサポ活動は、協力会員さんの自宅で子どもさんを預かるため、協力会員さ
ん宅で打ち合わせをしています。協力会員さんと話をすることで、預けるお母さんの不安も和らぎ
ます。会員さん宅での遊びが楽しくて、子どもさんがなかなか帰れないことも・・・。
　事前打ち合わせは、依頼がなくても行うことができます。いちど、協力会員さんに出会ってみたい
なと思われたら、遠慮なくご連絡くださいね。
　また、子ども一時預かり“かんがるー”は、協力会員さんが託児を行っています。会員以外の方も利
用することができますので、「会員登録どうしようかな。」と迷われた時には、 こちらの利用もおス
スメです。ファミサポのプレ体験ができますよ。

　ファミサポ活動で子どもさんをお預かりする際に、必ず行う「事前打ち合わせ」をご存知ですか？
　ファミサポでは、活動の前に会員さん同士が顔合わせ（事前打ち合わせ）をします。もちろん子ど
もさんも一緒です。ファミサポ活動は、協力会員さんの自宅で子どもさんを預かるため、協力会員さ
ん宅で打ち合わせをしています。協力会員さんと話をすることで、預けるお母さんの不安も和らぎ
ます。会員さん宅での遊びが楽しくて、子どもさんがなかなか帰れないことも・・・。
　事前打ち合わせは、依頼がなくても行うことができます。いちど、協力会員さんに出会ってみたい
なと思われたら、遠慮なくご連絡くださいね。
　また、子ども一時預かり“かんがるー”は、協力会員さんが託児を行っています。会員以外の方も利
用することができますので、「会員登録どうしようかな。」と迷われた時には、 こちらの利用もおス
スメです。ファミサポのプレ体験ができますよ。

地域包括支援センターだより 篠山市東 ・ 西部地域包括支援センター
問い合わせ先　　　558-0324（東部）　　 594-3776（西部）

介 護 予 防 に つ い て



社協ささやま 第81号 6

篠山産業高校生が和歌山県那智勝浦町で
災害ボランティア活動を行いました
Ｖボラナビ  ボランティアのいろいろをココから発信！！　ボランティアナビゲーション

問い合わせ先　　590-1112　担当　篠山市社会福祉協議会  ボランティアコーディネーター　小村美晴

篠山市手話奉仕員養成講座
を開催しました

報 告

　5月25日～10月12日（毎週金曜日、全20回）に渡り、手話奉仕員養成講座（入門課程）を開催しました。

　受講生の皆さんは大変熱心で、33名の受講生の内、25名が14回以上出席され、笑顔で修了証を授与さ

れました。またこのうち８名が皆勤でした。夜の講座にもかかわらず、毎回たくさんの方が出席され、和気

あいあいと受講されている姿が印象に残りました。

　また、講師の大内さんと受講生の皆さんが一体となり熱く、はらはらドキドキ発表指名に期待と不安

で、笑いありのうちに講座が進み、終了時には習った手話で会話ができるほど上達されました。

　講座終了後も受講生同士のサークルができ、習得された手話を活かそうと定期的に集まっておられま

す。手話サークルへの入会希望者も多く、皆さんの今後の活躍を期待します。　　　　　　　　

　受講生の皆さんからの「難しいけど楽しかった」、「向上心がもてた」、「講師や受講生とのコミュニケー

ションが充実していた」、「手話の基本がよくわかり次の講座も受講したい」との声を大切に、次回の養成講

座を企画していきたいと思います。

修了式、皆さん満面の笑顔

指名される緊張の一瞬テキストの拡大コピーを使ってわかりやすく説明
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善意銀行だより
(敬称略)9・10月分

－ 金銭預託 －

－ 物品預託 －

事 務 所 だ よ り

   下記のとおり相談日を設けています。お気軽に
ご相談ください。

第１･３･５金曜日 9:00 ～ 11:30

＊当日が祝日の場合は、翌週に開催します

・丹南健康福祉センター

第２･４金曜日 9:00 ～ 11:30

・篠山市民センター

４･８･12 月　第３木曜日 13:30 ～ 16:00

・城東公民館

５･９･１月　第４木曜日 13:30 ～ 16:00

・ハートピアセンター

６･10･２月　第１木曜日 13:30 ～ 16:00

・西紀支所

７･11･３月　第１木曜日 13:30 ～ 16:00

・今田まちづくりセンター

心配ごと相談日心配ごと相談日心配ごと相談日心配ごと相談日心配ごと相談日心配ごと相談日

ご協力ありがとうございます!
　篠山市社会福祉協議会では、「東日本大震災 救援募

金」においてみなさまの熱い思いとしてお預かりした募

金を中央共同募金会を通して、被災地へお届けします。

　今後も引き続きご協力をお願いします。

7,321,369円 (247件)

※10月31日現在

義援金総額

松本美千代（9、10月）（井ノ上）

藤木千晧（9、10月）（小中）

井関道夫（曽地奥）

朝治さかゑ（西荘）

堀井良夫（味間南）

井本明徳（三田市）

円応教篠山教会

紫苑　

T.O（9、10月）（小多田）

6,000円

40,000円

20,000円

10,000円

30,000円

100,000円

9,000円

130,000円

20,000円

善意の預託・・・・・

善意の預託・・・・・

善意の預託・・・・・

善意の預託・・・・・

善意の預託・・・・・

善意の預託・・・・・

善意の預託・・・・・

善意の預託・・・・・

善意の預託・・・・・

篠山市の福祉指標 10月末現在

篠　山

城　東

多　紀

西　紀

丹　南

今　田

合　計

地　区 人口 (人) 高齢化率 増減 増減

28.5%

35.2%

40.3%

28.1%

24.2%

27.6%

28.3%

↑

↑

↑

↑

↑

↓

↑

↓

↓

→

→

→

↓

↓

3,745人

1,256人

1,399人

1,225人

3,879人

1,042人

12,546人

12.3%

8.5%

8.2%

12.9%

13.4%

10.7%

12.0%

1,615人

305人

284人

563人

2,153人

405人

5,325人

13,145人

3,569人

3,468人

4,356人

16,021人

3,775人

44,334人

65歳以上
人口(人)

年少率
14歳以下
人口(人)

芦田富基子（9、10月）（今田町芦原新田） 鉢植えの花11鉢

飯田成代（9､10月）（垣屋）　折り紙細工

西澤昭美（9、10月）（栗柄）　折り紙細工

数元とみ子（草野）　ピーマン6.4㎏　　　　　　

朝治信彦（西荘）　新米30㎏　　　　　　　　　

酒井京子（郡家）　きんちゃく袋35個

澤野啓子（曽地中）　ぶどう8㎏　　　　　　　　

小谷重二（知足）　黒枝豆10㎏、里芋12㎏

加治川貞夫（小枕）　さつまいも81.5㎏

郡家生産組合　代表　河南昌弘　黒枝豆31㎏

(株)おゝみや　猪肉切落し5㎏

吹土地改良区　黒枝豆60㎏、しし汁用野菜一式

匿名　米30㎏

匿名　玉ねぎ20㎏

匿名　米150㎏

匿名　かぼちゃ31個

社協会員加入
ありがとうございました

　自治会長様を通じてお願い致しました社協会員は、みな
さまのご理解、ご協力のもと、11,168世帯にご加入いただ
き、総額7,829,270円（10月末現在）を納入いただくことが
できました。厚くお礼申し上げます。唯一の自主財源であ
る社協会費は、地域福祉・在宅福祉事業、ボランティア活
動、福祉団体育成等、地域福祉の向上のために有効に活用
させていただきます。
　篠山市社会福祉協議会は、地域福祉活動を担う中核機関
として一層の努力をしてまいりますので、今後ともご支援
ご協力をいただきますようお願い申し上げ、会費納入のお
礼とさせていただきます。ありがとうございました。

　・・・・・今田地区ひとり暮らし高齢者

　・・・給食サービス

・・・給食サービス

・・・・・・給食サービス

・・・・・・・・・・・・・・給食サービス

・・・・・・・給食サービス利用者

・・・・・・・・・・・給食サービス

・・給食サービス

・・給食サービス

・・・・・・・給食サービス、障がい者福祉事業所

・・・東日本大震災篠山市災害支援市民ボランティア炊き出し

・・・東日本大震災篠山市災害支援市民ボランティア炊き出し

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・給食サービス

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・給食サービス

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・給食サービス

・・・・・・・・・・・・・障がい者福祉事業所

賛助会費にご協力いただき
ありがとうございました

小西　勝 様

平成24年９月26日

社協会長　羽田登喜雄



社協ささやま 第81号 8

篠山市ファミリーサポートセンター

情 報 ボ ッ ク ス
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　平日に、ファミリーサポートの

会員登録ができない方は、毎月第

２土曜日（９時～11時30分）に篠

山市社会福祉協議会において登

録をすることができます。

　ただし、登録会は予約があった

場合のみ行いますので、ご希望の

方はファミサポまでお問い合わ

せください。

と 　 き：

と こ ろ：
定 　 員：
利 用 料：
申込締切：

12月19日（水）・１月18日（金）
※10：00～12：00（受付9：45～）
四季の森生涯学習センター東館　和室（2F）
10名（生後6ヵ月～就学前のお子さん）
子ども１人につき　１回500円
各実施日の１週間前までにお申し込みください

※利用には申し込みが必要です。
※定員になり次第、締め切らせていただきます。
※利用には申し込みが必要です。
※定員になり次第、締め切らせていただきます。

～詳しくはファミサポまで～

篠山市社会福祉協議会　担当：小村　美晴　TEL590-1112
〈問い合わせ先〉〈問い合わせ先〉

篠山市社会福祉協議会　担当：稲山美穂子　TEL590-1112
〈申し込み・問い合わせ先〉〈申し込み・問い合わせ先〉

　丹南点訳アイ・愛サークルでは篠山市広報、議会だより、社

協だより、図書などを点訳し、視覚障がい者の方に郵送したり

図書館に寄贈する活動を行っていますが、活動に際して使用

するノートパソコンが現在不足しています。

　まだ使える不要なノートパソコン

（Windows 95、98、XP）がありまし

たらぜひご寄贈いただければたい

へん嬉しいです。ボランティア活動

に役立ててまいりますので、どうぞ

ご協力をお願いします。

申し込み・問い合わせ先

この広報誌は共同募金の一部助成を受け発行しています。

※2週間以内の貸出しや、非課税世帯の方は無料です。

　篠山市社会福祉協議会では、

在宅介護を必要とする方を対象

に、車いすなど介護機器の貸し

出しを行っています。急な怪我

や通院、旅行、お買いものなど

お気軽にご利用ください。

車　い　す

電動ベッド

マットレス

500円

500 円

1,250 円

洗浄消毒代：1,500 円

洗浄消毒代：4,000 円
搬入搬出代：各 5,000 円

洗浄消毒代：1,000 円

介護機器 一か月の利用料 付属経費

ご存知ですか？

「喫茶ふれあい」って !?「喫茶ふれあい」って !?
　丹南健康福祉センター1階の東側に、いつでも皆さ

んが集まれる憩いの場として、「喫茶ふれあい」を営業

しています。

　ヘルシーランチ(毎週木曜日)を始めとして、栄養バラ

ンスの取れた日替わりランチ(600円)や単品メニュー、

飲み物など、多数揃えていますので、ぜひご利用くだ

さい！！

営業時間：

営  業  日：

午前9時～午後4時

月曜日～金曜日（祝日およびお盆、

年末年始除く）

篠山市社会福祉協議会

担当：松本ますみ　TEL590-1112

〈問い合わせ先〉〈問い合わせ先〉

お知らせ

介護機器貸出事業のご利用案内

お知らせ

ご不要になったノートパソコンを
お譲りください

篠山市ファミリーサポートセンター
TEL 590-1388　担当  林　直美
篠山市ファミリーサポートセンター
TEL 590-1388　担当  林　直美

♪♪♪♪




